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　ＪＡしまね第５回通常総代会の開催に先立ち、出雲地区本部では６月１４日から、５ブロック５会場で出雲
地区本部総代説明会を開催いたしました。
石川本部長（６月１４日時点）より、平成３０年度を当期剰余金９億４,４００万円（出雲地区本部）と好決算で
終えることができたことについて御礼を申し上げるとともに、農業生産拡大に向けた出雲西部集荷所や、大型
水耕栽培施設「出雲やさい新話ファーム」の建設など、自己改革への取り組みについてご報告いたしました。
　竹下組合長（６月１４日時点）はじめ、本店役職員も出席し、平成３０年度事業報告、令和元年度事業計画、
第２次中期経営計画等の議案について事前説明、質疑応答が行われました。

出雲地区本部 理事・地区本部運営委員
（敬称略）

１．理事（地域枠）

３．地区本部運営委員（地域枠）

2．理事（全体枠）

４．地区本部運営委員（全体枠）

ブロック 地　区 氏　名 ブロック 地　区 氏　名

ブロック 地　区 氏　名

ブロック 地　区 氏　名

ブロック 地　区 氏　名

中　部
東　部
西　部
河　南
南　部

福島　　隆
岡田　達文
藤江美由紀
立脇　　渉
伊藤　篤男

鳶巣
灘分
園
多伎
佐田

（中部）
（中部）

河 南

南 部

青年連盟

珍部　　誠
永瀬のり子

塩冶
上津

小村　隆司
吉井　忠夫
神田　真里
石飛真佐子
大野　定利
坂根　秀樹
今岡　健治
板垣　律子

神西
古志
神門
多伎
湖陵
乙立
朝山
佐田

原　　浄司高浜

金山　正和
板倉　明弘
吾郷　道夫
原　　郁夫
矢田　仁志
万代　和好
松本　球子
立石　行雄
原　　広信
山根　　茂
福田　賢治
常松　守男
土江　弥生
松本　尚幸
横田　敦行
藤間　一正
日野美枝子
足立　勝司
石橋　　貢

上津
大津
四絡
高浜
川跡
塩冶
今市
平田
国富
西田
久多美
伊野
灘分
荒茅
園
大社
荒木
遙堪
高松

中　部

東　部

西　部

出雲地区本部 総代説明会開催
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　この度、６月３０日開催の島根県農業協同組合第５回通常総代会をもって、出雲地区本部の常務理事
本部長を退任いたしました。
　顧みますと、平成２７年３月、ＪＡしまね誕生と同時に出雲地区本部の副本部長に就任、翌２８年６月に米
原稔前本部長の後を受けて、本部長に就任いたしました。この間、曲がりなりにも重責が全う出来ましたの
も、偏に組合員の皆様のご支援、ご協力の賜物であり、心から感謝申し上げます。
　さて、合併以来４年半が経過し、確実にその成果が現れつつあります。とは言え、一緒になってよかった
なぁと、心底言えるレベルに達していないのも現実です。まだまだ調整すべき事項もたくさん残っていますの

で、そうした未調整を速やかに解決し、一体感を醸成していくことが、これからの課題だと思います。
　今ひとつは、「自己改革」のさらなる実践です。政府主導の「農協改革」に対抗し、われわれＪＡグループは独自の「自己改革」を掲げ、
取り組んでまいりました。三本の柱の一つである「農業者の所得増大」については、生産資材価格の引き下げや米の買取制度を導入
しました。また、「農業生産の拡大」については、出雲地区における販売高１００億円の達成を目指し、各種のリースハウスや団地の造
成、西部集荷所の建設、植物工場の建設など、新たな農業にも挑戦しました。
　「自己改革」の取り組みは未だ道半ばですが、今後は岡田出雲地区本部長のもと、魅力ある農業の実現を目指し、更なる改革の前
進を期待するものであります。
結びに、ＪＡしまね出雲地区本部の更なる発展と組合員の皆様のご健勝をお祈り申し上げ、退任の挨拶といたします。ありがとうございました。

出雲地区本部長退任のごあいさつ

出雲地区本部新役員就任のご挨拶
　この度、石川本部長の後を受けて、新しく本部長に就任いたしました。どうか、よろしくお願いいたします。
　さて、先般の通常総代会におきまして、役員体制が６５名から４０名へとスリム化し、ＪＡしまねは新たなス
タートを切りました。出雲地区本部においては、常勤理事が３名から２名、非常勤理事は９名から５名とな
り、地区本部運営委員は２２名から２８名といたしました。役員数が減ったことで地域の声が届かなくなっ
た、ということがないよう、役職員一丸となり、頑張って参る所存です。
　全国のＪＡグループでは、「自己改革」として、「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の活性
化」に取り組んでおります。ＪＡしまねにおいては平成３０年度、農家の手取り最大化に向けてコメの買取制

度の導入、青果物の輸出拡大、「しまね和牛」子牛増頭対策などを行い、また、こども倶楽部や、ローン金利引き下げによる子育て世代
への支援など、地域の活性化につながる取り組みを行いました。
　出雲地区本部では、営農・販売事業はもちろんのこと、信用・共済事業、ラピタ、ＪＡ－ＳＳ、メモリア施設などの生活関連事業を含め、
“総合事業”を展開し、組合員・利用者の皆様からご支持を頂いて来ました。
　このような“総合事業”の展開に異論を唱えるのが、政府の農協改革であります。政府は、准組合員の利用規制、信用事業代理店
化など、急進的な改革を求めていますが、農協は、組合員の自主自律的な組織であり、農協自らの改革の中で取り組むべき問題と考え
ています。皆様に支持され、地域にとって必要なＪＡと認められますよう取り組んで参りますので、引き続きご支援のほど、よろしくお願い
申し上げます。
　「令和」という新しい時代を迎えました今年度につきましても、組合員・役職員が総力を挙げ、素晴らしい年度となりますようお願い申
し上げ、挨拶といたします。

　この度の役員改選により、新しく出雲地区本部の副本部長に就任しました珍部でございます。主に金融共済・
生活・自動車燃料部門を担当し、本部長を補佐しながら職務を全うする所存でございますのでよろしくお願いい
たします。
　ＪＡを取り巻く環境は、ＴＰＰや経済連携協定に伴う農業の衰退、日銀のマイナス金利政策をはじめとした信用
事業収益の悪化、准組合員利用規制を中心とした政府の農協改革など、正念場を迎えております。
　厳しい経営環境ですが、今後も組合員・地域の皆様との対話を大切にしながら、農業振興・地域活性化を柱
としたＪＡ自己改革を実践し、地域になくてはならないＪＡをめざして業務改革に取り組んで参ります。
　出雲地区本部の伝統と実績を受け継ぎながら、健全経営に努め、これまで以上に組合員・地域の皆様に必

要とされるＪＡを目指して、日々 邁進してまいります。今後ともより一層のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げ、就任の挨拶とさせていた
だきます。

代表理事組合長

石川　寿樹

常務理事本部長

岡田　達文

常務理事副本部長

珍部　誠







　

今
月
は
多
伎
町
久
村
で
い
ち
じ
く
「
蓬
莱
柿
」
を
5.3

ア
ー
ル
栽
培
す
る
、
多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
部
会
長
の

立
脇
渉
さ
ん
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
！

│
い
つ
か
ら
い
ち
じ
く
を
栽
培
し
て
お
ら
れ
ま

す
か
？

　

わ
が
家
が
い
ち
じ
く
栽
培
を
始
め
た
の
は
平
成
７
年
ご

ろ
で
す
。
水
田
の
転
作
で
始
め
、
当
初
は
両
親
と
親
戚
の

３
人
が
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
10
年
ほ
ど
前
に
私
が
引

き
継
ぎ
ま
し
た
。
始
め
て
か
ら
５
年
間
は
勤
め
を
し
な
が

ら
の
農
業
で
、
収
穫
時
期
に
は
早
朝
か
ら
収
穫
し
、
出
勤

時
間
に
な
る
と
親
戚
に
交
代
し
て
も
ら
う
な
ど
で
対
応
し

て
い
ま
し
た
。

│
い
ち
じ
く
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
で
は
、
大
半
が
露
地
で
栽
培
し

て
い
ま
す
が
、う
ち
で
は
雨
よ
け
の
た
め
ハ
ウ
ス
栽
培
を
し
て

い
ま
す
。
収
穫
は
８
月
か
ら
約
２
ヵ
月
半
続
き
、
朝
に
収
穫
し

た
も
の
を
そ
の
日
に
出
荷
し
ま
す
。
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
な

果
物
で
、雨
が
降
る
と
す
ぐ
傷
む
の
で
、
生
果
で
の
出
荷
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
皮
が
軟
ら
か
い
の
で
極
力
触
ら
な

い
よ
う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
触
る
の
は
収
穫
の
と
き
と
選
果

の
と
き
、
パ
ッ
ク
詰
め
の
と
き
の
概
ね
３
回
だ
け
で
す
。

　

堆
肥
を
入
れ
た
り
、
剪
定
し
た
り
と
い
っ
た
管
理
は
１

人
で
も
で
き
る
と
思
い
ま
す
が
、
収
穫
期
は
毎
朝
の
作
業

で
パ
ッ
ク
詰
め
も
あ
る
の
で
、
人
手
が
必
要
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

│
い
ち
じ
く
を
栽
培
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と

は
な
ん
で
す
か
？

　

美
味
し
い
と
言
っ
て
食
べ
て
い
た
だ
け
る
の
が
生
産
者

と
し
て
の
喜
び
で
す
。
パ
ッ
ク
に
名
前
の
シ
ー
ル
を
貼
っ

て
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、
「
並
ん
で
い
る
の
を
見
た
」
と

言
う
話
を
聞
く
の
も
嬉
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
い
ち
じ
く

は
単
収
が
高
い
作
物
だ
と
思
い
ま
す
。
収
穫
の
大
変
さ
や

天
候
に
左
右
さ
れ
る
面
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
続
け

て
い
る
人
が
多
い
の
は
高
収
入
に
つ
な
が
る
か
ら
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

│
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
度
多
伎
い
ち
じ
く
の
販
売
金
額
は
約
６
５
０
０
万

円
で
し
た
が
、
以
前
は
１
億
円
を
越
え
て
い
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
。
一
番
い
ち
じ
く
栽
培
が
盛
ん
だ
っ
た
こ
ろ
を

目
標
に
、
産
地
復
活
を
目
指
し
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
い
ち
じ
く
で
リ
ー
ス
団
地
を
造
成
す
る
計
画
が

あ
り
、
Ｉ
タ
ー
ン
等
で
の
新
規
就
農
者
の
入
植
も
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
産
地
振
興
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

│
最
後
に
い
ち
じ
く

の
Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
は
春
先
の
低
温
、
そ

し
て
少
雨
で
心
配
し
て
い
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
順
調
で
、

少
し
遅
れ
気
味
で
す
が
、
玉

太
り
も
良
く
、
糖
度
も
十
分

な
美
味
し
い
い
ち
じ
く
が

育
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
食
べ

て
く
だ
さ
い
。

「
い
ち
じ
く
」

8月は

多伎いちじく生産部会
部会長 立脇　渉さん
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出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す



い
ち
じ
く
の
栄
養

　

い
ち
じ
く
に
は
、
水
分
や
糖
質
（
果
糖
・
ブ
ド
ウ
糖
）
が
多
く
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
果
糖
や
ブ
ド
ウ
糖
は
体
内
に
吸
収
さ
れ
や
す
い
の
で
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
即
効
性
が
高
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
も
含
ま
れ
て
お
り
、
骨
や
歯
を
丈
夫
に
し
て
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
や
、
ス
ト
レ
ス
か
ら
く
る
イ
ラ
イ
ラ
の
解
消
に
も
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
類
の
含
有
量
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
あ
り
ま

せ
ん
が
、
フ
ィ
シ
ン
と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
分
解
酵
素
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
フ
ィ
シ
ン
に
は
、
消
化
促
進
作
用
や
二
日
酔
い
を
防
ぐ
効
果
が
あ

る
の
で
、
食
後
や
お
酒
を
飲
ん
だ
後
の
デ
ザ
ー
ト
に
は
、
い
ち
じ
く
が

お
す
す
め
で
す
。

　

い
ち
じ
く
は
、
多
く
の
カ
リ
ウ
ム
も
含
ん
で
い
ま
す
。
カ
リ
ウ
ム
は

血
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
の
で
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
予
防

に
役
立
ち
ま
す
。
さ
ら
に
ペ
ク
チ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
食
物
繊
維
も
豊

富
に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
便
秘
の
改
善
に
効
果
的
で
す
。

い
ち
じ
く
の
栽
培

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
管
内
の
い
ち
じ
く
栽
培
は
多
伎
地
区
を

中
心
に
、
出
雲
・
平
田
地
区
で
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。
栽
培
品
種
は
、

多
伎
地
区
が
「
蓬
莱
柿
（
ほ
う
ら
い
し
）
」
、
出
雲
・
平
田
地
区
は

「
ド
ー
フ
ィ
ン
」
「
キ
ン
グ
」
が
主
流
で
す
。
収
穫
時
期
は
蓬
莱
柿
・

ド
ー
フ
ィ
ン
が
８
月
上
旬
か
ら
10
月
末
ま
で
。
キ
ン
グ
は
夏
果
専
用
種

の
た
め
収
穫
は
７
月
に
迎
え
ま
す
。

　

多
伎
い
ち
じ
く
生
産
部
会
で
は
、
86
名
の
生
産
者
が
約
16
ヘ
ク
タ
ー

ル
で
多
伎
い
ち
じ
く
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
武

田
一
男
さ
ん
考
案
の
「
多
伎
い
ち
じ
く
令
和
と
共
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス

タ
ー
ト
!!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
生
果
用
・
加
工
用
合
わ
せ
て
出
荷
量

１
２
４
ト
ン
、
販
売
金
額
７
８
０
０
万
円
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

い
ち
じ
く
の
収
穫
は
、
早
朝
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
い
ち
じ
く
は
果
皮

が
軟
ら
か
く
傷
み
や
す
い
の
で
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
収
穫
し
ま
す
。

収
穫
し
た
い
ち
じ
く
は
、
果
頂
部
が
大
き
く
開
き
す
ぎ
て
い
な
い
か
、

傷
が
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
、
生
果
用
と
加
工
用
に
選
果
し
ま

す
。
選
果
し
た
い
ち
じ
く
は
熟
度
や
着
色
、
大
き
さ
を
そ
ろ
え
て
パ
ッ

ク
詰
め
を
し
て
集
荷
場
に
集
め
ら
れ
ま
す
。

①いちじくの皮を剥く。
②薄力粉と片栗粉を混ぜ合わせ、水を加えて衣
を作る。
③②にいちじくをくぐらせ、１８０度の油でカラッ
と揚げる。
④小鍋にＡを入れひと煮立ちさせる。
⑤皿に出汁を入れ、いちじくと大根おろしを盛り
付けたら完成！

〈作り方〉

いちじく入りフルーツサラダ揚げだしいちじく

おいしいレシピのいちじく

〈材料〉
●いちじく・・・・・・・２個
●薄力粉・・・・・・大さじ３
●片栗粉・・・・・・大さじ２
●水・・・・・・大さじ３～４
●大根おろし・・・・・適量

●サラダ油・・・・・・・適量

  ●だし汁・・・・・大さじ４
  ●しょうゆ・・・大さじ２
  ●酒・・・・・・・・大さじ２
  ●みりん・・・・・大さじ１

〈材料〉［２人前］
●いちじく・・・・・・・・・２個
●グレープフルーツ
  ・・・・・・・・・・・・・１／３個
●オレンジ・・・・・１／２個

  ●ベビーリーフ等 １袋

    ●レモン汁・・大さじ３
    ●塩こしょう・・・少々
    ●オリーブオイル
  　・・・・・・・・・・小さじ２

〈作り方〉
①いちじく・グレープフルーツ・オレンジの皮を剥く。
②Ａのドレッシングを良く混ぜ合わせる。
③お皿にベビーリーフと①を盛り付け、ドレッシングを
かけたら完成！
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Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟
は
６
月
23
日
、
大
社

町
の
川
上
隆
子
さ
ん
の
ぶ
ど
う
園
で
、
親
子
を
対
象

と
し
た
ぶ
ど
う
狩
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
農
業
の

大
切
さ
、
収
穫
へ
の
感
謝
を
実
体
験
し
て
も
ら
う
目
的
。
例

年
実
施
し
て
い
る
イ
モ
掘
り
体
験
に
代
え
て
、
今
年
初
め
て

企
画
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
親
子
合
わ
せ
て
30
人
が
参
加
し
、
甘
い
香
り
に
包

ま
れ
た
ぶ
ど
う
園
で
、
旬
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
を
収
穫
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
７
月
17
日
に
は
同
青
年
連
盟
大
社
支
部
が
、
同
支

部
の
手
銭
栄
二
さ
ん
の
ぶ
ど
う
園
に
荒
木
幼
稚
園
の
園
児

26
人
を
招
き
、
ぶ
ど
う
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
地
域

の
特
産
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
お
り
、

今
年
で
９
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

園
児
は
５
月
と
６
月
に
も
園
を
訪
れ
、
生
き
物
探
し
や
探

検
を
し
な
が
ら
生
育
を
観
察
し
て
き
ま
し
た
。
同
日
は
盟
友

の
手
を
借
り
な
が
ら
、
待
ち
に
待
っ
た
収
穫
を
楽
し
み
ま
し

た
。
手
銭
さ
ん
は
「
体
験
を
き
っ
か
け
に
興
味
を
持
ち
、
将

来
１
人
で
も
ブ
ド
ウ
生
産
に
携
わ
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

出
雲
コ
ー
チ
ン
利
用
促
進
協
議
会
定
期
総
会
開
催

飼
育
者
拡
大
へ
原
種
供
給
体
制
整
備

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
青
年
連
盟

各
所
で
ぶ
ど
う
狩
り
体
験
実
施

　

出
雲
コ
ー
チ
ン
利
用
促
進
協
議
会
は
７
月
22
日
、
Ｊ
Ａ
し

ま
ね
出
雲
地
区
本
部
で
定
期
総
会
を
開
き
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
、

行
政
機
関
、
出
雲
農
林
高
校
、
畜
産
農
家
ら
約
20
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

　

「
出
雲
コ
ー
チ
ン
」
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
出
雲

地
方
を
中
心
に
飼
育
さ
れ
て
い
た
地
鶏
で
す
。
平
成
29
年
６

月
に
協
議
会
が
設
立
し
た
当
初
は
原
種
が
１
０
３
羽
と
な
っ

て
い
ま
し
た
が
、
７
月
１
日
現
在
で
３
８
０
羽
ま
で
増
羽
し

て
い
ま
す
。
昨
年
11
月
に
は
有
限
会
社
藤
増
が
「
出
雲
コ
ー

チ
ン
」
を
活
用
し
た
地
鶏
を
提
供
す
る
飲
食
店
「
鉄
板
焼　

藤
増
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
度
は
、
リ
ス
ク
分
散
と
更
な
る
増
羽
を
目
的

に
、
飼
育
者
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
昨
年
度
は
愛
玩
用
と

し
て
飼
育
者
の
範
囲
を
広
げ
る
飼
育
規
程
を
作
成
し
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
肉

用
鶏
と
し
て
飼
育

す
る
生
産
者
に
も

原
種
を
供
給
す
る

体
制
を
整
え
る
計

画
で
す
。

　

総
会
後
は
出
雲

農
林
高
校
の
生
徒

が
、
「
出
雲
コ
ー

チ
ン
」
の
人
工
授

精
を
行
っ
た
こ
と

や
、
精
子
の
凍
結

保
存
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
な

ど
、
研
究
成
果
を

発
表
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
品
評
会

最
需
要
期
を
前
に
開
催

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
は
８
月
２
日
、
出
雲
市
の
出
雲
大
同
青
果

（
株
）
で
、
前
日
の
品
評
会
に
出
品
さ
れ
た
島
根
県
産

「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
」
の
競
売
会
を
行
い
ま
し
た
。
１

房
化
粧
箱
８
点
、
５
キ
ロ
箱
５
点
が
競
り
落
と
さ
れ
、
中
国

四
国
農
政
局
長
賞
（
５
キ
ロ
の
部
最
優
秀
賞
）
に
輝
い
た
澤

田
勝
さ
ん
（
出
雲
地
区
本
部
）
の
５
キ
ロ
箱
が
、
当
日
最
高

値
の
22
万
円
の
値
を
つ
け
ま
し
た
。
最
高
値
で
競
り
落
と
し

た
の
は
ラ
ピ
タ
で
、
そ
の
他
競
り
落
と
し
た
作
品
と
合
わ

せ
、
ラ
ピ
タ
本
店
で
展
示
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

　

品
評
会
は
生
産
意
欲
、
品
質
向
上
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
７
月
下
旬
ま
で
の
曇
天
で
、
品
評

会
に
向
け
て
は
糖
度
が
上
が
り
に
く
い
状
況
で
し
た
が
、
現

在
は
そ
の
後
の
好
天
に
よ
り
、
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
生
産
者
の
努
力
に
よ
り
、
高
品
質
な
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。

▽
島
根
県
知
事
賞
＝
福
原
智
宏
さ
ん
（
西
い
わ
み
地
区
本

部
）
▽
島
根
県
農
業
協
同
組
合
長
賞
＝
桑
原
陽
子
さ
ん

（
出
雲
地
区
本

部
、
１
房
の

部
、
５
キ
ロ
箱
の

部
）
▽
島
根
県
果

樹
研
究
同
志
会
長

賞
＝
原
田
武
敏
さ

ん
（
石
見
銀
山
地

区
本
部
、
１
房
の

部
）
▽
青
果
市
場

社
長
賞
＝
門
脇
雅

宏
さ
ん
（
出
雲
地

区
本
部
、
１
房
の

部
）

競売会では品評会に出品された
シャインマスカットが次々と競り落とされた

手銭さんに教わりながら収穫する園児（7/17）

収穫したぶどうを味わう参加者（6/23）

研究成果を発表する生徒

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会
第１７回定期総会開催

　ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会は７月８日、
ＪＡしまね出雲地区本部で第１７回定期総会を開催しま
した。営農組合、県、市、ＪＡの関係者ら約１１０人が出
席しました。
　平成３０年度は、先進地視察で経営の多角化や加工へ
の取り組み、後継者育成等について意見交換を行ったほ
か、斐川町集落営農組合連絡協議会と合同研修会を行う
など積極的に活動したことを報告。令和元年度も引き続
き、持続可能な水田農業、農業経営をしていくため、研
修会の開催・参加等で組織強化に努めることを申し合わ
せました。
　小村正会長は「後継者、若者のリーダーを育成し、組織
の維持・拡大を目指してもらいたい」と呼びかけました。

水稲の病害虫調査を実施
ＪＡしまね出雲稲作研究会
　ＪＡしまね出雲稲作研究会は７月１６日、ＪＡしまね出
雲地区本部管内の水田で病害虫調査を行いました。同研
究会は、平成２０年にヒメトビウンカが大量発生し、縞
葉枯病が多発したことを受け、翌平成２１年に病害虫調
査員を設置。５～７月にかけて３回程度調査を実施し、
病害虫の発生が多い場合はＪＡを通じて管内の水稲農家
へ周知しています。
　当日は、調査員１４人が各々の圃場で、粘着板を使っ
た払い落とし調査と、捕虫網でのすくい取り調査を行い
ました。調査後は同地区本部に持ち帰り、ＪＡの営農指導
員らと、ヒメトビウンカ、カメムシなどの対象病害虫を
ルーペで確認し集計。今年はヒメトビウンカの発生が多
い状況でしたが、保毒虫は確認されず、地区本部管内で
縞葉枯病の発生
はありません。
　同研究会の立
脇務会長は「状
況に応じて注意
喚起していく。
今後の防除に役
立てたい」と話
しました。

中部ブロック「こどもクラブ」
とうもろこしの収穫を体験

そば打ち甲子園に向け練習
出雲農林高校

　ＪＡしまね出雲地区本部中部ブロックの食農教育教室
「こどもクラブ」で７月２１日、とうもろこしの収穫体験
を行いました。まき営農組合が開く「スイートコーン祭
り」に合わせて開催し、児童５２人が参加しました。
　はじめに中部営農センターの職員が収穫について説
明。ひげが茶色くなっているものが収穫期だと聞いた児
童は、ひげの色を確認しながら大きなとうもろこしを選
んで１人２本ずつ収穫しました。
　次回は９月に開催予定で、５月に田植えをし、６月の
生き物調査などを通して観察してきた稲をいよいよ収穫
します。

　出雲農林高校の生徒が、８月２６日に東京都で行われる
「第９回全国高校生そば打ち選手権大会」（そば打ち甲子
園）に向けて練習を重ねています。同校は平成２７年から
出場し、今年で５回目。昨年も出場した食品科学科の３年
生６人（競技者４人、補助者２人）が団体戦に挑み、「そ
ば処出雲」を全国にＰＲします。
　５月からはＪＡ総合指導課の職員が指導にあたり、練習
も本格化。８月４日には「手打ちそば　風月庵」を訪れ、
本職の方から出雲そばの打ち方を学びました。基本的な
部分も改めて指導してもらい、生徒の八幡寿梨さんは「改
善点が分かったので、本番までに修正していきたい」と手
応えを感じていました。指導した同店の大野貴志さんは
「皆とても上手だった。競技とは違う面もあったと思う
が、出雲そばの打ち
方、良さを知ってもら
えたら嬉しい」と話し
ました。
　生徒たちは、８月１９
日には出雲市役所で市
長を前に練習の成果を
披露する予定です。

あいさつをする小村会長とうもろこしを収穫する児童

病害虫を確認する調査員ら大野さんの指導を受け練習する生徒

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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荒茅支部
「パッチワーク教室」

作品展示＆特産品販売

　ＪＡしまね出雲女性部荒茅支部の「パッチワーク教
室」は、月２回、第２、第４月曜日に荒茅支店和室で活動
しています。メンバーは現在９人。高松支部の女性部員を
講師に、パッチワークでタペストリーやカバンなどを作っ
ています。家の光記事を参考にしたり、メンバー同士でも
教え合ったりしながら、楽しく活動しています。
　結成は平成２５年。荒茅支部で何かグループ活動を始
めて仲間づくりにつなげようと、部員たちにアンケートを
取った結果、人気だったのがパッチワークでした。活動の
中心はパッチワークですが、時にはストレッチや体操にも
取り組むなど内容は臨機応変。６月２４日には、家の光記
事を活用し、防災
ブレスレッドを作
りました。
　普段の活動の
ほか、親睦会や１
日研修などの交流
イベントも定期的
に開いています。

　ＪＡしまね出雲女性部東部地区は７月２８日、ＪＡ平田中央支店で「ＪＡかがやく
女性交流会＆家の光大会」を開催しました。女性部員約２００人が日頃の活動の
成果を発表し合い、部員同士の親睦・交流を深めました。
　支部活動発表では、国富支部の「西代だんごの会」が登場。寸劇「おばばとお
ばばの茶のん話」では、寄り合いでの見慣れたやり取りが見事に再現され、会場は
笑いの渦に包まれました。そのほか、歌を交えたコントや、スコップ三味線、幕間の
ハーモニカなど、盛りだくさんの内容でした。
　また、南部地区の今岡千恵子地区長が、昨年度の優良活動グループ表彰仲間
づくり部門で最優秀賞となった乙立支部「手話サークルにじ」の立ち上げ秘話、活
動内容を発表。応援発表では手話うた２曲を観客席の皆さんと一緒になって歌い
ました。
　東部地区の山形由紀地区長は「どの発表もステージと観客席との一体感があ

り、今年は例年にも増して盛り上がったと思いま
す」と話しました。
　このほか、島根県住みます芸人の奥村隼也さ
んによる笑い溢れる料理講座や、ＪＡ南部ブロッ
クの松浦里美生活指導員の介護予防運動も
実施。作品展示コーナーには各支部が作成した
手芸作品などの力作が多数並んだほか、加工品
や特産品の販売コーナーも設けられました。

活動
紹介

東部地区でＪＡかがやく女性交流会＆
家の光大会を開催

　一日の家事を終えた夜に活動をしておられ、お
疲れとは思うのですが、本当に好きだから続いてい
るのだと思います。今後も、和気あいあい、楽しく継
続していきましょう！

荒茅支店 山根支店長からのメッセージ

　結成して６年目になり、それぞれ自由にいろいろ
なものを作っています。作品は、女性部まつりや女
性部荒茅支部の総会、長浜地区の産業文化祭な
どで展示もしていますので、ぜひ見てください。

大國代表より一言

国富支部「西代だんごの会」

乙立支部「手話サークルにじ」

代表　大國　出美 さん
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　ＪＡしまね出雲地区本部は７月１１日、出雲文化伝承館で、いずもＪＡ女子
大学７月講座「雅な世界へ誘われ…　香道体験講座」を開きました。女子大
学生１３人が参加。香道御家流和草会主宰で出雲文化伝承館特別顧問の大
谷香代子さんから、香道の歴史や香の種類、「組香」について教わりました。
　「組香」とは、何種類かの「香木」の香りを聞き、組み合わせを当てる遊び
です。今回はその中の「源氏香」を体験しました。「源氏香」では、５つの香
りを順番に聞き、同じ香りだと思ったも
のをつなげて５２種類の図形（源氏香
の図）で表します。女子大学生たちは、
それぞれ５つの香りを聞き、これだと思
う源氏香の図を筆で紙に書き記しまし
た。
　梅雨時期は湿度が高いため香りが立
ちやすく、絶好の環境での講座となりま
した。体験を通して香の聞き方、楽しみ
方を学んだ女子大学生たちは「香の図
が興味深かった」「伝承館の雅な空間
で贅沢なひと時が過ごせた」などと感
想を話しました。

「雅な世界へ誘われ… 香道体験講座」
7月講座

縦線５本で香りを表し、同じ香りをつなげ
て図形にしたもの。５つ全てが同じである
場合も、５つ全てが異なる場合もある。図
形は５２種類あり、源氏物語５４巻のうち、
１巻、５４巻を除く５２巻の名前が当てはめ
られている。図は「若紫」で、一炷目と二炷
目、三炷目と四炷目が同じである場合。

順番に香りを聞く女子大学生

結果を紙に書き記した

島根県立大学学長代行の山下先生が講演

7月
講座

「食と脳（農）」「食と脳（農）」「食と脳（農）」

　ＪＡしまね出雲女性部は７月２４日、ＪＡシニア女子大学の７月講座
「食と脳（農）」を開きました。島根県立大学学長代行の山下一也先
生を講師に招き、認知症予防について学びました。聴講生を含め、約
４０人が参加しました。
　高齢化が進むにつれ、身近な病気と感じるようになってきた認知
症。講座では、認知症になる前のグレーゾーンの段階である軽度認知
障害（ＭＣI）について説明し、早期に発見することの重要性と、認知
症予防によいといわれる食事や生活習慣について伝えました。
　山下先生は、認知症予防に効果的な食べ物として、「ＤＨＡ」「ＥＰ
Ａ」が豊富な青魚や、体内で「ＤＨＡ」「ＥＰＡ」に変換される「α‐リノ
レン酸」が豊富なエゴマなどを紹介。生活習慣としては適度な運動を
続けることと、頭をしっかり使うこと、社会とのつながりが豊かな生活
をすることが重要だと話しました。「今日用（今日、用がある）」「今日
行く（今日、行くところがある）」が大事だという先生の言葉には、多く
の女子大学生たちがうなずいていました。
　参加した女子大学生は「ユーモアあふれる講演でとても楽しかった」
「１０年、２０年先を見越して日々生活したい」と話しました。

きょうよう きょう

い  く

源氏香の図
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健康ライフかわら版
７・８月は『熱中症予防強化月間』です！

お問い合わせ先　出雲保健所 健康増進課 ☎２１－8785

・のどの乾きを感じる前に早めに水分を取りましょう。
・朝起きた時や、寝る前に水分補給。
・たくさん汗をかいた時は塩分補給も大切。

□意識がある、反応が正常な時
　・涼しい場所へ避難させる
　・衣服を脱がせ、身体を冷やす
　・水分・塩分を補給する

★熱中症予防には「水分補給」と「暑さを避けること」

★熱中症になった時の対処法！

□自分で水が飲めず、脱力感や倦怠感が強く、動けない
□意識がない（おかしい）、全身のけいれんがある

★こんな時はためらわず救急車を呼びましょう！

出雲市農政会議だより
令和元年8月17日

発　行　元：出雲市農政会議（出雲市今市町106番地1 JAしまね出雲地区本部 営農企画課内）
発行責任者：事務局長　原田　透 No.85

〇第25回参議院議員通常選挙に係る支援活動について
　　平素は、農政会議諸活動につきまして、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　　さて、第25回参議院議員通常選挙全国比例区におきましては、山田としお候
補、鳥取・島根選挙区におきましては、まいたち昇治候補をそれぞれ農政会議推
薦候補として支援活動に取り組んで参りました。お蔭様をもちまして、両候補と
も無事当選を果たすことができました。地域の皆様におかれましても、多大なる
ご支援とご協力を賜りましたことに対し、厚くお礼申し上げます。
　　今後は、当選議員との一層の連携を通じて、農協改革をはじめとする農政諸課
題の解決、活力ある地域農業の実現に向けて取り組んで参りますので、一層のご
協力を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

【活動内容報告】

キャプション

こまめに水分補給
・通気性のよい、吸湿・速乾の衣服を着用しましょう。
・体を冷やすため、シャワーや保冷剤などを活用しましょう。

服装や保冷剤の利用

・外仕事の時には特に注意！
・外出時は、帽子・日傘などを使いましょう。
・直射日光の強い時間帯の外出は控えましょう。

過信は禁物

・エアコンや遮光カーテン、すだれなどを上手に使いま
しょう。

涼しい環境をつくろう

す！
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　７月２５日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

出雲地区本部理事会報告

〈協議事項〉
　⑴長浜支店建築について
　　店舗再編計画の一環として荒茅支店と園支店の店舗を統合いたします。信頼され親しまれる店舗を目

指し、令和２年２月２５日（火）にオープンする予定です。
　⑵令和元年度職員（正職員・店舗職員）高卒採用募集について
　　令和２年３月に高校卒業予定の方の採用募集を行います。詳しくは、人事課（☎21-6012）にお問い

合わせください。

〈報告事項〉
　⑴国庫補助事業の入札結果報告について
　⑵生産資材（肥料・飼料・農薬）の取扱要領の一部変更について
　　消費税率の変更にあわせ、10月1日より奨励金を変更させていただきます。
　⑶令和元年６月末事業実績について
　⑷令和元年度通常総代会開催報告について
　　ブロック別総代説明会（6月14日～20日）、ＪＡしまね通常総代会（6月30日）を開催いたしました。総

代の皆様から頂戴したご意見は、今後の事業運営に反映させていただきます。
　⑸日本農業新聞の購読推進について

JAしまね

サマー　キャンペーン 貯貯金金ココーースス JAしまねは、
しまねの農業と

皆さまの資産形成を
応援します！

キャンペーン期間 2019.6.3㊊－8.30㊎

期間中、下記のいずれかのお取引をご契約いただいた個人の方の中から抽選でで400名様様（※1））に400名様4

島根の特産品（3,000円相
当）プレゼント!

JAしまね

対 象 の お 取 引

©よりぞう

①定期貯金………10万円以上新規または、増額でご契約いただいた方（期間１年以上）（※2,3）
②積立定期貯金…月額１万円以上新規または、増額でご契約いただいた方（※2,4）

③定期積金………36万円以上新規にご契約いただいた方（期間３年以上）（※2,4）
（※2）上乗せ金利の適用があるものを除きます。（※3）窓口でお預入いただいたものに限ります。（※4）口座振替での掛込に限ります。

JAバンクは、どなたでもご利用いただけます。くわしくはお近くのJA窓口までお問合わせください。

何が当たるかは
お楽しみです。

抽選ではずれた方で下記のいずれかのお取引がある方の中から
抽選で300名様（※1）にJAおさいふカードポイント

500ポイントプレゼント！
●給与振込口座のご指定 ●年金振込口座のご指定　●年金受取のご予約
●JAネットバンクのご利用 ●JAカードのご利用

W
チャンス賞

（※1）JAしまねサマーキャンペーン2019（投資信託・iDeCoコース）と合わせた人数になります。

JAしまねでは、資産運用、資産形成の
考え方を紹介する専門職員が
さまざまなお悩みにお答えします！

※投資信託の口座開設等のお手続きは投資信託取扱い店舗で行います。

JAしまねでは 資産運用 資産形成の

投資信託・iDeCo
コースもあります！
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